
１０年越しの県土整備プランが実現 
～川俣駅南踏切拡張工事が完成～  

 

2018 年４月に群馬県で策定された県土整備プランに、明和町中

谷の川俣駅南踏切拡張工事が正式に掲載されました。  

   19 番目が明和町です  

 

【赤線枠が該当事項です】  



当時、川俣駅の橋上化が 2016 年 1 月に完成し、駅南側のボト

ルネックとなっていた踏切改修が喫緊の課題となっていました。  

当時の大澤知事は、せっかく橋上化した駅の価値を発揮するた

めには南側踏切の改修が必要であると判断し、ゴーサインを出し

てくれました。  

それから、踏切西側の住宅等の建物が取り壊され、道路として

買収しました。そして、足かけ 8 年の歳月を経て、ようやく完成

に至りました。思えば長い道のりでした。  

これまで、大型車の運転手同士が「そちらがバックしろ」「自分

の方が先に進入した」等と言い争う場面を何度も目にしてきまし

た。そのたびに県へ連絡し、事故が起きる前に工事を早めるよう

要望してまいりました。  

 

【大型車が楽々通れる広い踏切に生まれ変わりました】  



今回の工事は、すべて県の費用で行われ、総工費は 6 億 5 千万

円です。この工事により、踏切の幅は従来の倍以上となり、明和

町の皆様や通行される方々にとって、多大なる利便性の向上につ

ながったと思っております。  

【歩行者専用道路も広々としています】  

 

また、歩行者専用道路（自転車専用道路）も新設され、見違え

るような踏切となりました。  

要望から 2 年、県土整備プランへの掲載から８年、足かけ 10 年

間に多くの皆様にお世話になり完成することができました。皆様

のご尽力に心より感謝申し上げます。  

この劇的な変化に、明和町長として群馬県に衷心より厚く御礼

申し上げますとともに、拡張にご協力いただきました地権者の皆

様に、改めて深甚なる感謝を申し上げます。  



 

令和 8 年 3 月 30 日  

明和町長   冨塚もとすけ 
 

 


